










安全上のご注意

取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重症等
を負う可能性が想定される内容注　意
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注ぎ口を、家具や壁、カーテンなどに向け
て使用しないでください。加熱した部分に
触れて、やけどの原因になります。

注ぎ口から水を入れないでください。水を
入れる際は、必ずふたを開けて入れてくだ
さい。故障の原因になります。

水以外のもの（氷、牛乳、お茶、コーヒーな
ど）は入れないでください。故障の原因にな
ります。

満水目印（MAXマーク）位置以上に水を入
れないでください。湯がふきこぼれ、やけど
する恐れがあります。

連続して使用する場合は、ケトルを十分に
冷ましてから使用してください。間を開けず
に連続して使用し続けると、故障の原因に
なります。

使用中および使用直後に、本体、ふた、お
よび注ぎ口には手を触れないでください。
やけどする恐れがあります。

ケトルに入れる水の量は500ml以上、1L
以下の範囲でご使用ください。規定以外の
水量で使用すると故障の原因になります。

空焚き防止機能が作動してスイッチが切れ
た時は、本体を十分冷ましてから使用して
ください。本体が加熱しているため、やけど
する恐れがあります。

使用時はふたがきちんと閉まっていること
を確認してください。オートオフ機能が働か
ない場合があります。
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BRITAメモ（液晶インジケーター）の電
池が切れたら、交換をしてください。交
換方法はBRITAメモの下のくぼみに小
さなマイナスドライバーを当て、押し上
げて外し、新しいBRITAメモをはめ込
んでください。新しいBRITAメモは弊
社かBRITAカスタマーセンターにお問
い合わせください。外したBRITAメモ
は各自治体指定の条例と規則に従って
廃棄して下さい。

BRITAメモを交換または廃棄以外の目的で取
り外さないでください。

BRITAメモの交換と廃棄

BRITAカスタマーセンターのご案内BRITA Maxtraカートリッジの
交換と廃棄 BRITA MaxtraカートリッジとBRITA

メモ（液晶インジケーター）についての
詳細は、BRITAカスタマーセンターま
で、お問い合わせください。

BRITA Japan株式会社
BRITAカスタマーセンター

　03-5766-3618
受付時間 / 9：00～17：00
（土・日・祝日を除く）
ウェブサイトからの受付は

www.brita.co.jp
〒150-0001 
東京都渋谷区神宮前 6-19-20 7F

BRITA MaxtraカートリッジとBRITAメモの交換と廃棄

BRITA Maxtraカートリッジを取り外す
際は、図のようにMaxtraカートリッジ上
部のリングプル式ハンドルを垂直に引き
上げるとスムーズに取り外せます。取り
外したBRITA Maxtraカートリッジのゴ
ミ処理は、プラスティックのゴミとして各
自治体の指示に従ってください。
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